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研究要旨 

肝炎患者に対する望ましい就労支援体制の構築のため、「病病、病診連携による就労と治療

の両立支援体制の構築」、「肝疾患コーディネータを活用した就労支援」を行った。肝炎患者が

仕事に支障なくウイルス性肝炎治療を受けられる両立支援のために、平成26年度に県内で平日

夜間・土日曜日にインターフェロン治療が可能な施設を調査し、夜間休日診療施設マップを作

成した。ウイルス性肝炎治療が、インターフェロンから経口ウイルス剤に変化していることか

ら、平成27年度は夜間休日診療施設マップに経口ウイルス剤の使用可能な施設を加えた。平成

28年度は、実際に治療を受けている患者で病診連携が機能しているか、治療を受けた患者の調

査を実施した。アンケート調査結果から、平日受診可能な人は病院、困難な人は土曜日や平日

夕方に診療所で治療を受ける連携が出来ていることが確認できた。病診連携の下地が出来たと

ころに、経口ウイルス剤の発売が加わり、就労世代を含め、県内の治療患者数は急速に増加し

た。「肝疾患コーディネータを活用した就労支援」では、平成26-27年度に行った就労に関する

相談の実態と事例収集を基に、平成28年度に肝疾患コーディネータが就労支援を実施する上で

の課題を挙げ、コーディネータが相談に活用できるためのマニュアルを作成した。 

研究協力者  
群馬大学医学部附属病院肝疾患センター 

助教     堀口昇男 

Ａ．研究目的 

肝炎患者に対する望ましい就労支援体制

の構築のため、「病病、病診連携による就労

と治療の両立支援体制の構築」、「肝疾患コー

ディネータを活用した就労支援」を行い、就

労世代の治療促進・両立支援を目的とする。 

肝炎患者が治療を継続し慢性肝炎から肝

硬変・肝癌への進行を阻止するためには、職

場における就業上の配慮や就労支援が極め

て重要である。平成20年に群馬県内医療機関

に実施した実態調査から推計した県内のC型

肝炎患者数は6600人である（群馬県肝炎対策

推進計画）。平成20～25年度に県内でC型肝

炎に対して肝炎治療助成制度を利用した患

124



者は、概算で2779/6600人と、治療対象患者

のうち、42.1％であった。 

 さらに、平成20-25年度に群馬県の肝炎治

療助成制度を利用した患者の年齢階層別の

分類では、52.0％が60歳以上であった。つま

り、治療が必要な患者のうち、実際に治療を

受けているのは、4割程度で、半数は60歳以

上であり、就労世代の制度利用が少ないとい

う結果であった。 

つまり、肝炎患者の治療数を増加させるに

は、特に就労世代の治療アクセスを向上させ

ることが必要で、本研究課題である「職域

におけるウイルス性肝炎患者に対する望

ましい配慮及び地域を包括した就労支援」

が必要であり、「病病、病診連携における

就労と治療の両立支援の実態調査」と「肝

疾患コーディネータを活用した就労支援」の

2点から就労世代の治療アクセスを向上さ

せることを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

(1) 病病連携、病診連携における両立支援の

実態 

平成26年度 

肝炎患者が仕事をしながら、インターフェロ

ン治療を受けられるように、県内で平日夜

間・土日曜日にインターフェロン治療可能な

施設を把握するため、県内で肝炎治療助成制

度の委託を受けている医療機関（専門医療機

関18施設、かかりつけ医273施設）に対し、

診療時間と治療可能の有無について調査し、

夜間休日診療施設マップを作成する。さらに、

肝炎治療の啓発活動を行い、就労世代の治療

を促進する。 

平成27年度 

ウイルス性肝炎の治療が、インターフェロン

から経口ウイルス剤に変化していることか

ら、夜間休日診療施設マップに経口ウイルス

剤の使用可能な施設を加え、病病連携、病診

連携による治療促進を行う。 

平成28年度 

夜間休日診療施設マップが有効に活用され、

病病連携、病診連携が行われているか検証す

るため、実際に肝炎治療助成制度を利用して

治療を終えた患者を対象に、病院、診療所で、

各々の患者の特徴と受診状況をアンケート

調査する。 

 

(2) 肝疾患コーディネータを活用した就労

支援 

平成26-27年度 

就労に関する相談の実態、事例の収集を目

的に下記を対象にアンケート調査を実施

する。 

① 群馬県地域肝炎治療コーディネータ

養成講習会修了者 
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② 市民公開講座（群馬会館 大ホー

ル）の参加者（患者・家族） 

③ 群馬肝臓研究会（ヘルシーパル赤

城）の参加者（肝臓専門医） 

④ 群馬県肝炎治療講習会（群馬県庁 

会議室）の受講者（主にかかりつけ医） 

 

平成28年度 

収集した相談事例などを基に、肝疾患コ

ーディネータが就労支援を実施する上で

の課題を挙げ、Ｑ＆Ａを作り、コーディ

ネータマニュアルを作成する。 

 

（倫理面への配慮） 

個人情報に配慮し、群馬大学医学部「疫

学研究に関する倫理審査委員会」及び「群

馬県肝炎対策協議会」の承認を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

(1) 病病連携、病診連携における両立支

援 

① 夜間休日診療施設マップの作成 

勤務しながら肝炎治療治療が受けられ

るように、県内で休日や平日午後 5 時

以降に肝炎治療が可能な施設を把握し、

夜間休日診療施設マップとして群馬大

学肝疾患センターののホームページに

掲載し、パンフレットを配布した。 

http://kanzo.dept.showa.gunma-u.ac

.jp/hosp02.html 

 

② 就労患者への受診啓発 

就労患者への啓発のため、「お仕事を休

まずにＣ型肝炎治療が出来るようになり

ました！」「仕事と治療の両立のための相

談窓口が出来ました」などのバーナーを

肝疾患センターホームページに設けた。   

また、啓発のためのリーフレットを作

成し、市民公開講座、各病院、保健所窓

口で配布した。 
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③ 夜間休日診療施設マップと就労世代

の診療所・病院別治療状況調査 

実際に、就労世代で病診連携が行われ

ているか、診療所、病院で経口ウイルス

剤治療を受けた C 型肝炎患者の特徴を調

査した。65歳以下の治療受給者 200名（平

成 26-27 年度受給者の約２割）を対象に

診療所 100 名、病院 100 名にアンケート

調査を実施した（回収率 34.5％）。 

診療所では、半数以上が、平日 5 時以

降や土曜日を利用していた。 

病院受診者は、元々、平日午前に受診

可能な患者が多かったが、「次回、治療を

受けるとしたら」の問いには、「平日の５

時以降や土曜日を利用できたら便利であ

る。」という回答も一定数あった。 

平日受診可能な人は病院、平日受診が

困難な人は土曜日や夕方に診療所で治療

を受ける連携が出来ていることが確認で

きた。 

④ 肝炎治療費助成件数の推移 

夜間休日診療施設マップは、元々は、

PEG-IFN 連携を行うシステムではあった

が、病診連携の下地が出来つつあったと

ころに、経口剤の発売が加わり、就労世

代を含め、制度利用は急速に増加した。 

経口剤発売前 6 年間の平均治療患者数

は、464 名/年であったが、平成 26 年度

は 621 名/年、平成 27 年度 1764 名/年、

平成 28 年 4-10 月で 764 人と飛躍的に増

加した。制度開始時からの累計の制度利

用者は、平成 28 年 10 月末現在で、4927

人で、助成制度開始当時の計画目標 6600

人の 74.7％まで達した。 

 

一方、65歳未満を就労世代とした場合、

就労世代の利用は、就労支援活動前は年

間 347 名であったものが、529 名と増加

した。就労世代の制度利用は 8 年間で

3140人であった。 
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(2) 肝疾患コーディネータにおける就

労に関する相談の実態、事例の収集 

① 肝炎治療コーディネータ 

アンケート調査を行い 97/248 名

（39.1％）から回答が得られた。コー

ディネータの職種は、保健師、看護師、

薬剤師の順で、勤務先は、自治体、医

療機関が大半を占めた。就労問題の相

談を受けた経験のあるコーディネータ

から実際の事例を収集した。肝疾患コー

ディネータが夜間休日診療施設マップを

利用し、治療へ誘導出来た好事例もみら

れた。相談事例に対し、肝炎治療コーデ

ィネータが介入したことで、就労支援・

就労継続に繋がった事例もあれば、対応

に苦慮した事例もあった。 

② 患者・家族 

回答は 45/120名（37.5％）から得られ

た。少数ではあったが、病気のために

就職や就労が困難、インターフェロン

治療は就労との両立が困難で受けてい

ないといった回答もあった。 

③ 肝臓専門医 

アンサーパッド形式の回答のため、

28/28 名（100％）の回答が得られた。

肝炎患者から就労に関する相談を受け

たことのある医師の割合は、76％であ

った。肝炎患者が就労問題で相談しや

すい相手としては医師・ソーシャルワ

ーカー・看護師などが挙げられた。 

④ かかりつけ医 

回答は 157/231 名（68.0％）から得ら

れた。通院のための休暇が取りにくい、

差別的な扱いを受けた事例などが挙げ

られた。 

 

平成 26-27 年度は、具体的な就労支援

に関連する事例を収集した。平成 28年度

は、肝疾患コーディネータに対するアン

ケート調査や具体的な就労支援に関連す

る事例収集を基に、肝疾患コーディネー

タが就労支援を実施する上での課題を挙

げ、Ｑ＆Ａを作り、コーディネータマニ

ュアルに加えた。 
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Ｄ．考察 

(1) 病病連携、病診連携における両立支

援体制に関する検討 

専門医療機関の診療時間帯は、平日で、

夜間に対応可能な施設は少ない。そのた

め、平日の日中の通院が困難な症例では、

土曜日や平日夕方に診療しているかかり

つけ医と専門医療機関で連携して治療を

行なう必要がある。そこで、県内全域で、

休日や平日夕方に対応可能な施設を一覧

で把握できるように、夜間休日診療施設

マップを作成した。 

受診状況調査の結果では、平日受診可

能な人は病院、困難な人は土曜日や夕方

に診療所で治療を受ける連携システムが

運用できていることが確認できた。   

病病連携、病診連携システムと経口ウ

イルス剤の登場によって、仕事をしなが

ら肝炎治療を受ける両立支援システムが

構築できたと考える。病診連携の下地が

出来つつあったところに、経口剤の発売

が加わり、就労世代を含め、制度利用は

急速に増加した。 

 

(2) 肝疾患コーディネータによる就労

支援 

肝炎治療コーディネータ活動状況調査

では、肝疾患コーディネータの仕事の中

に占める肝炎関連の業務時間はそれ程長

くなく、多くは日常業務の中での兼務で

あった。今後、さらに肝疾患コーディネ

ータを、相談窓口として認知させていく

必要がある。 

肝疾患コーディネータが就労支援を実

施する上での、コーディネータマニュア

ルの作成に協力した。コーディネータが、

今後、就労支援・両立支援を行う上での

ツールとして活用されることを期待する。 

 

Ｅ．結論 

「病病、病診連携による就労と治療の両

立支援体制の構築」、「肝疾患コーディネ

ータを活用した就労支援」を行った。夜

間休日診療施設マップと病診連携を活用

することにより、仕事をしながら通院治

療を可能にする両立支援のシステムを構

築できた。支援活動開始後、肝炎治療制

度利用者は、就労世代を含め急速に増加

しており、支援活動は成果があったと考

える。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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